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は じ め に

1991年 に入 っ て,銀 行 ・証 券 をめ ぐる不 祥 事 が世 界的 に続 発 した。「史上最

も 汚 い 銀 行」 と ま で 言 わ れ たBCCI(BankofCreditandCommerce

International,本 店 ル ク セ ンブル グ)問 題 に続 き,ソ ロモ ン ・ブ ラザ ー ズ の

米 国債 不 正入札事件 は,グ ッ ドフ レ ン ド会 長 以 下3人 の トップ辞 任 だ け に と

ど ま らず,経 営 的 に も厳 しい状 況 に追 い込 まれ た。 ポー ラン ドで は,対 外 債

務 基 金 の 不 正 運 用 が 発 覚,東 欧 最 大 の 金 融 ス キ ャ ンダ ル に進展 した。

日本 の証券会社 に よる「損 失補 てん」「株価操作疑 惑」 「暴力 団取 引」,有 力

邦 銀 に よ る 「偽 造 預 金 担保 融 資」,「イ トマ ン事 件 」 な どは,海 外 有 力 紙 に も
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トップ記事で扱われ,金 融面での"日 本異質論"に 火が付 けられた感 じだ,
1)

と当時の専門紙が報 じてい る。その後,約2年 の日時を経て事の真相 も凡ね

明 らか とな り}官 民双方での対策 も講 じられつつあるので,い ずれこれを整

理 ・集約 し,私 見 を述べたい と考 えている。

金融 ・証券不祥事 に関する反省 として挙 げられている主な論調は,1つ は

内部管理体制 を一段 と重視すべ きであるということと,2つ は不祥事対策 を

一過性に終 らせてはならない ということである。しか しなが ら,果 た してそ

うであろうか。筆者 は,む しろその背景 に内部管理軽視の組織風土にこそ問

題があると指摘 して 鍵 。その意味◎ 今 日に至るさまざまな不祥事件を見

直す ことが,ま ず求められる と思 うのである。

本稿では,金 融 ・証券不祥事の中で も,金 融,特 に銀行界 に重点を絞 り,

戦後から最近 に至 る事例 について,い わば"系 譜"(〔 ひゆ的に〕次々に同 じ

関係 をもって続 く物事のつなが り。学研国語大辞典)と も言 うべ き歴史的な

姿を検証 してみたい。なお,外 国為替および国際取引に関連 した問題 につい

ては,稿 を改めて論ずることとしたい。

1金 融 「不祥 事」 とは

そ もそ も,「 不 祥事 」とは一 定 の 定 義 が あ るのだ ろ うか。 「不祥 」とは,「 い

まわ しい こ と。 好 ま し くない こと」で あ り,「 不祥 事 」は,「 い まわ しい事 柄 ・

事 件 」 で,不 祥 事 件 と も言 う と,辞 書 で は説 明 して い る。 漢 字 の使 い方 とし

ては,「 不 祥 」 は 「不 吉 な あ らわ れ 」 で ある として いる。(学 研 国語 大 辞 典 ・

漢 和 大 字 典)

α)「 不 正 」 の 概 念

英 米 法 で は"unfaircompetition"(不 正 競 業,不 正 競 争,fairと は 「え こ

ひ い き を し な い 」 が 原 意 で,「 正 直 で 名 誉 あ る行 動 を と る」 の意 に な る)の よ
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うに 「不正 」 とい う概念 はあ るが,「 不 祥 」 とい う言 い方 は な い よ うであ る
。

日本 で もi会 社 役職 員 に よる不 正 な どの不 正 問題 ,不 正 事 件 の監 査 とい う捉

え方 が な されてい る。

会計 や監査 の領域 での不正 ない し不正 支出の概 念 について は
y次 の よ うに

説 明 され る。

例 え ば,「 不正 は狭 義 の もの と広 義 の もの とにわ け られ る。前者 は会計上

の虚偽(fraud)お よ び誤 謬(error)を 指 し,後 者 は会 計 上 正 確 で な い と

か,正 し くな い とか,適 当 で な い とい う意 味 に解 され る場 合 を指 す(同 文

舘 『会計 学辞 典 』第4版1,127頁,近 澤 弘 治 稿)」 とされ,米 国 で は,AICPA

(米 国 公 認 会 計 士 協 会)に よれ ば,財 務 諸 表 上 の 不 正 に つ い て は
,① 誤 謬

(errors),② 虚 偽(irregularities),③ 違 法 行 為(illegalacts)に 分 類 し

て い る(河 合 秀 敏 稿 「監 査 実施 準 則 の 見 直 しと不正等 の問題 」 『企業会計』

1991年1・ 月 号,71頁)と い う こ とで 瀦 。

わが国では,監 査役による業務監査 として とりあげられるものに
,監 査役

の監査報告書記載事項(商 法第281条 の3第2項)の 第10号 に掲 げられている

「取締役ノ職務遂行二関 シ不正 ノ行為又ハ法令若ハ定款二違反スル重大ナル

事実ア リタル トキハ其ノ事実」に関する監査がある。 ここに,「 不正の行為」

の表現がある。

(2)BankFraudに つ い て

米 国 で は,企 業 の 外 部 者 犯 罪(crimesbyoutsiders)
,内 部 者 犯 罪(crimes

byinsiders)を 併 せ て,一 般 的 にfraud(不 正)と 呼 ぶ
。 し た が っ て,銀 行 に

5)
か ら む 不 正 はbankfraudと 言 う。 内 部 者 犯 罪 に は

,こ の 他 にinsiderabuse

(abuseは 「悪 用 」),criminalmisconduct(犯 罪 行 為),personalpiracy(個

人 に よ る海 賊 行 為)・employeedishonesty(従 業 員 の 不 正 行 為)な どの 言 い

方 も さ れ る。

な お,fraudの 意 味 は,詐 欺(行 為),不 正 手 段
,ぺ て ん 師 な ど い ろ い ろ あ
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る 。 他 に外 部 者 犯 罪 を 含 め てabuse(悪 用)が 使 わ れ る し,embezzlement(横

領,着 服),crooks(ぺ て ん 師),fraudulentschemes(詐 欺 の た く ら み)な

どの 表 現 も あ る。 「だ ま し取 る」 はdefraudで あ る。

以上見てきたように,「 不祥事」ない しはその個別的な事例 とも言 える 「不

祥事件」は,不 正,不 正の行為,不 正事件 に,r好 ましくない」というニュア

ンスを加 えた慣用的表現 ということが出来 ると思 う。

(3)企 業不祥事の とらえ方

さて,近 年のバブル経済の膨張から崩壊の過程では,金 融 ・証券に限 らず

さまざまな業界で企業不祥事が発生 し,世 の指弾を受けた。一方,そ の中で

当該企業の取締役の職務執行 を監査すべ き任にある監査役が全 く無力であっ

たことが指摘 された。 この反省の上に立 って,あ る研究 グループが 「企業不
6)

祥事抑止のための監査役の行動について」研究報告を行 っている。

この研究報告の中で,企 業不祥事 を原因別 に次の3つ に分類 しているのが・

参考になる。

A経 営者の不正 によるもの(経 営者不正)

B従 業員の不正によるもの(従 業員不正)

C企 業が組織 として法令 ・諸規則等に違反 した りあるいは反社会的行動

をとった ことによるもの(組 織不正)

㈲ 金融 ・証券不祥事の意味

金融 ・証券不祥事 に関係 しては,証 券取引法改正法,金 融制度改革法など
7)

につ いて 「金融 ・証 券不祥事 の法的改善策 の研 究」が行 われてい る。 その中

で,監 修 者 の 田 中誠 二 教 授 が 「金 融 ・証券不祥事 の意義 」 について,次 の よ

う に ま とめ て お られ る。

金 融 ・証 券不 祥事 の意義 は,場 合 に よ り異 な るが,私 見 に よ る と,大 体
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広狭二義 に区別することができると思 う。広義 においては,金 融 ・証券業

の行為 に関 し社会的に非難 されるような事件 をいい,狭 義 においては,昭

和60年 以後,こ とに平成2年 ないし3年 に発生 した事件 を指すのである。

すなわち狭義の金融不祥事 というのは,住 友銀行関係者その他有力銀行関

係者が系列のノンバ ンク等を利用 して投機的土地買収 に巨額な資金 を融通

して一般市民を困惑せ しめた地価の大暴騰の原因 となった こと3お よび富

士銀行,東 海銀行,協 和埼玉銀行(現 あさひ銀行)の 関係者が偽造の定期

預金証書や質権設定承諾書 を担保 として,ノ ンバ ンク等 より巨額の資金の

融通 を受けたことである。 また,狭 義の証券不祥事 というのは,野 村謹券

を始め とする多 くの有力証券会社が株式買入れの顧客 に対 し株式買入れの

損失 を補填 した り,ま たは一定の利回 りを保証 し,そ れに不足 した額 を補

填す る約束 を株式売却の際 にした り(損失保証 と称する),あ るいは,株 式

取引後において右のような損失額 または不足額 を補填 したこと(損 失補填

と称する)を 意味す る。

(5)「 金融不祥事」の定義

以上の2つ の 「まとめ」によって,「 金融不祥事」の意味 をかな り明確 に出

来た と思 う。すなわち,「金融不祥事 とは,金 融特 に銀行関係経営者ないし従

業員が起 こした社会的に非難 され るような事件」 と定義 してほぼ間違いない

と思われる。

そして,そ の背景 には経営者の商法による「忠実義務違反」,さ らには経営

者 ・従業員を問わず 「企業の社会的責任」自覚の欠如ないし軽視があ り,企

業社会 におけるBusinessEthics(企 業倫理)確 立の必要性をうかがわせ るの

である。

⑧ 大蔵省の見解

不祥事件 についての大蔵省 の見解 は どの よ うな ものであ ろうか。 やや古 い
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が,昭 和46年 に発行された大蔵省銀行局検査部審査課執筆による 『不祥事件
S)

と金融検査』の中に,次 の ような説明がある。

不祥事件のなかには,刑 法等によって犯罪 とされ る,い わゆる金融犯罪

と,そ こまで罪状は重 くないが,好 ましくない不正な行為 とがある。

金融犯罪 とは,金 融業務に従事する金融機関の役職員の,金 融業務 に関

する犯罪 と,一 般の人たちが,外 部か ら金融機関に害を加 えて構成する犯

罪 に分かれる。か りに,金 融機関の役職員が犯 した罪であって も,金 融業

務 に直接 または間接に関係ないものは,こ こでは金融犯罪 として取 り扱わ

ない。た とえば,銀 行の従業員の犯 した殺人,窃 盗,交 通違反な どは含 ま

ない趣 旨である。

金融犯罪の種類 を列挙すれば,次 のとお りである。(省 略)
9)

ここに示された引用条文は古いので,代 りに別資料 により最近の関係条文

を示す。

○刑法関係

証懸浬滅一刑法第104条

私文書偽造一刑法第159条

虚偽私文書作成一刑法第160条

偽造文書行使一刑法第161条

有価証券偽造 ・虚偽記入一刑法第162条

偽造有価証券行使等一刑法第163条

私印偽造 ・不正使用一刑法第167条

窃盗一刑法第235条

強盗一刑法第236条

強盗予備一刑法第237条

準強盗一刑法第238・239条

詐欺一刑法第246条

背任一刑法第247条
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横領一刑法第252条

業務上横領一刑法第253条

私文書殿棄一刑法第259条

○商法関係

特別背任一商法第486・487条

不実文書行使一商法第490条

預w商 法第491条

取締役等の漬職一商法第493条

会社荒 し等に関する贈収賄一商法494条

○浮貸 し導入預金取締法関係

預 り金 ・浮貸し等の禁止一出資の受入,預 り金及び金利等の取締等に関

する法律第11条

預金等に係る不当契約の禁止一預金等に係る不当契約の取締 りに関する

法律第5条

○銀行法等金融法関係

検査拒否妨害

業務報告書不実記載

以上,銀 行法第34条,相 互銀行法第24条 ・信用金庫法第90条 ・労働金

庫法第100条 ・協同組合による金融事業に関する法律第8条

事業範囲外貸付一中小企業等協同組合法第112条

余裕金の運用の制限一協同組合による金融事業に関する法律第8条

○独占禁止法関係

私的独占 ・不当な取引制限一独占禁止法第89条

金融会社の株式保有制限一独占禁止法第91条

役員兼任の制限一独占禁止法第91条

○外国為替管理法関係

外国為替相場の通貨の指定一外国為替管理法第70条
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対外支払手段の集中一外国為替管理法第70条

支払の制限及び禁止 ・債権に関する制限及び禁止 ・証券に関する制限及

び禁止

・不動産に関する制限及び禁止一外国為替管理法第70条

外国為替公認銀行の確認義務一外国為替管理法第72条

これ らは,い ずれ も法律上の犯罪であるが,わ れわれは,刑 事罰に相当し

ないような軽微な事故についても,こ れ を不祥事件 として問題視することに

は変わ りはない。 けだし刑事犯罪 に該当するものはもちろん,軽 微な不祥事

件 について も,そ れが,将 来の大事件に発展する可能性を有 している と考 え
10}

られ るか らで ある。

σ)「 銀行経営のあり方」 とか らんで

ちなみに,平 成4年4月30日i大 蔵省銀行局は,「普通銀行の運営に関す る

基本事項等について」,通達の0部 改正 を各銀行 あてに示 した。この中で,「銀

行経営のあ り方」 について次の通 り述べている。

銀行 は,そ の業務の公共性に鑑 み,公 共的 ・社会的役割 を自覚 した業務

運営を行ってい く必要があるが,安 易な業容拡大主義,収 益至上主義の経

営姿勢の下で職員 を預金,融 資拡大競争 に駆 り立てた結果,預 金の獲得,

融資先確保等のため行 き過 ぎた競争や過剰サー ビスを招いた事例が生 じて

いる。

また,経 営管理についても,融 資の審査 ・管理s相 互牽制制度など内部

管理体制の充実が銀行経営の基本であるが,業 容拡大等 を重視するあまり

それが等閑視 されがちとな り,企 業倫理や職員のモラル低下 と相 まって,

一般職員のみならず管理者による種々の金融不祥事が発生す るなど大 きな

社会批判 を受ける事例が生 じている。

銀行業務は,今 後,金 融 自由化の一層の進展 と相 まって,業 務量が増大
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し,業 務 内容 も多種 ・多様化するなど著 しく変化 してい くもの と考 えられ

る。従 って,銀 行経営に当たっては,各 種諸法令 を遵守 しつつ
,業 務内容

の変化や実態 に応 じ経営姿勢や経営管理について適時 ・適切 な見直 しを行

い,業 務 の健全かつ適切な運営の励行等により
,金 融 システムの安定性,

信頼性の確保 に努める必要がある。

なお,上 記通達の中では 「不祥事件」等の未然防止,不 祥事件等発生時の

対応について も触れている。 そして,不 祥事件等報告 については,次 の通 り

述べている。

役職員 による不正行為又は業務上の事故等が発生 した場合には,直 ちに

その旨を当局 に連絡するとともに遅滞な く事件の経緯,顛 末等を銀行局長

に報告するもの とする。

(8)不 祥事故 と不祥事件
lI}

小著では,実 務的な立場か ら事務事故,不 祥事故,不 祥事件 を区別 して考

えている。なお,学 研国語大辞典で も,事 故 と事件に次のように別の定義 を

与 えている。

・事故一一[物 事 に支障をきたす]悪 い出来事
。特に,不 注意などによっ

て起 こる災害,災 難。

・事件一 一[日 常生活か らみて]変 わった出来事
。法律では 「訟訴事件」

の略。例 えば 「事件になる」のように使 う。

実際の事例 を見ると,事 務事故(事 務処理 に伴 う事故)と,事 務管理がら

みの事故ないしは事故 につながるケースがある。論者は,「不祥事故の温床 を

断て一一 役席自身が襟 を正せ」と題 して,「 支店経営」に関連 して次のように

コメン トした。

「不祥」 とは,「 いまわ しいこと,好 ましくないこと」 とある。勤務員が

引き起 こす事柄である。世間ではよく 「不祥事件」 という。 これは厳密に

いえば,一 般的な不祥 「事故」 と本格的な不祥 「事件」 とに区分されるべ
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きであろう。その区分 は次のようになる。

一般的な不祥事故は,比 較的若年層の内部係員や渉外担当者 によって,

顧客の預金な どを窃取する形で行われることが多い。 これは,金 額 は必ず

しも大 き くな く,本 人,家 族,親 戚 などで弁済可能なケースが大半であ り,

まず刑事事件 には発展 しない。多 くが"出 来心"に よる犯罪で,「 銀行員不

向き」のもの として,退 職 させ るチャンスで もある。ただ し,調 査のため

の時間的ロスや店内ムー ドへの悪影響 など,多 大なマイナスとなる・

本格的な不祥事件 となると,主 任以上の責任者 自身の犯罪で,金 額 も大

きくなる。預金だけでな く,融 資 にか らむ事件が多い。外部 との癒着 もあ

り,回 収 はまず不可能であ り,銀 行の実損 となる。刑事事件 に発展するこ

とも珍 しくない。世間を騒がせ る不祥事件が これである。大蔵省当局 も,

銀行の経営姿勢,経 営管理の問題 として注意 してお り,役 席 自らの責任 も

問われ ることになる。

では,こ のような不祥事故 を発生させないために,ど のような日常管理

がなされるべ きであろうか。 もちろん,第1に は支店長以下の上席者 自身

が仕事に対す る厳 しい姿勢 を打ち出し,「 なれあい」を排 した店内ムー ドを

醸成す ることである。そして,そ れを姿勢だけに終 らせず,日 常の事務処

理や人事管理 にそのつ ど明確 に示す ことである。下の者に迎合 した 「楽 し

ければいい」 というようないき方は,絶 対に許 されるべ きでない。

なお,前 出の 『不祥事件 と金融検査』の中では事故 と事件の関係 について
12)

以下のようにコメン トしているの も参考 となろう。

不祥事件 は,金 融機関で定められた事務処理上の諸規則 と正常な慣習に

照 らしてみれば,こ れは正規の事務処理ではな く,一 つの異常な事務処理

の状態であ り,通 常 これを 「事故」 と呼んでいる。

この 「事故」 を大別すると,善 意のそれ と悪意のそれに分かれる。善意

の事故 は,「 狭義」の事故で,た とえば,出 納過不足のような事務上の ミス

である。
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しか し,こ の ような事務上の ミスから,後 述するように,悪 意の事故が

発生する可能性 は多い。た とえば,出 納事故 を隠すために,不 正な手段で

資金を捻 出す るものなどである。

悪意の事故の ことを,通 常 「不祥事件」,ま たは,「 不正事件」 と呼んで

お り,こ のなかで,前 述(本 稿90ペ ージ以下に引用)の 刑法等の条項 に該

当するものを 「金融犯罪」 といっている。

2金 融不祥事 ・前史

(1)金 融機関検査の歴史

国民経済の発展 とともに金融制度は絶えず変化 してい くもので,そ の歴史

を反映するのが金融機関検査の歴史であると言われ る。戦前史の部分につい

ては・臓 省のr新 時代 の鋤 検査実務』}こ従 って簡単に概観 してみ13)
。

我が国の金融機関検査の歴史は明治7年 にはじまるが,こ れを国立銀行時

代,初 期普通銀行時代,大 正時代,昭 和前期および戦後の5つ の時代 に区分

して眺めてみる。

① 国立銀行時代

我が国の近代的金融法規のはじまりをなすのが,明 治5年11月 公布 された

アメリカ方式による 「国立銀行条例」である。明治7年11月,豪 商小野組,

島田組が破産するに至 り,そ れ と関係の深い第一国立銀行 を検査す るのが
,

我が国における銀行検査のはじまりである。

その後,日 本銀行の設立,銀 行条例の改正 による国立銀行の閉鎖 または普

通銀行への転換および普通銀行設立機運の醸成等 によ り,検 査は次第 にその

対象を普通銀行へ と移 していった。

② 初期普通(私 立)銀 行時代

一方
,商 法の制定による会社組織法の確立 と相 まって,一 般の銀行業務 は

普通銀行の形式 を採用することとな り,新 たに 「銀行条例」が明治23年 公布
,
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同24年 施行 された。

明治32年 当時,銀 行の通弊 として認 められ る事項 として通達 した ものの中

に,放 漫な役員関係先貸出,償 却不足 または損失の隠蔽,特 利預金などが挙

げられているの も興味深い。

③ 大正時代

第1次 世界大戦の終結後,従 来の放漫な投資の禍根が表面化 し,銀 行の動

i揺も相当なものであった。その上大正12年 には関東大震災が起 こり,金 融不

安が更 に濃厚 となってきた。

このため大蔵省においては,弱 小銀行の合併 を推奨するとともに,検 査 を

励行 し銀行の健全性 を助成することとし,し ばしば銀行検査 を行 った。

④ 昭和前期時代

大正末期 より昭和初期 にかけての重要な金融上の施策 として,1:金 融機

関検査の充実,II:弱 小銀行の合同勧奨,III:弱 小銀行乱立の防止 と銀行の

資本金充実 を目的 とするための新銀行法の成立の3つ があげられ よう。IIIが

昭和2年 の銀行法である。

この間,金 融検査諸準則が整備 され,昭 和2年 大蔵省官制 を改正 し,銀 行

局に検査課 を設置するに至った。

銀行法施行 によ り銀行の最低資本金は100万 円 となったので,当 時1283行 中

617行 は無資格 となり,昭 和7年 までに増資,合 併,整 理解散等のいずれかを

選ばなければならな くなった。 しか も,時 を同 じくして金融大恐慌がはじま

るに至って,政 府 は小銀行の整理統合 を更に促進することとな り,昭 和7年

末の銀行数は,昭 和2年 当時の半数 をはるかに下回る538行(普 通銀行 のみ)

に減少す るに至った。

一方
,昭 和8年 ごろより我が国においては準戦時体制の確立が要請され,

金融統制の強化をね らって,都 市銀行 と地方銀行の整理統合,1県1行 主義

の強行等の金融政策が推 し進め られ,銀 行検査 も主 として合併検査 に重点が

置かれた。
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このように昭和8年518行 の普通銀行 は,昭 和15年 には286行 に減少 し
,昭

和19年 にはわずか85行,終 戦の年には61行 に整理 された。

しか も政府は昭和17年 には,金 融団体令の公布,金 融統制会の設立等,金

融統制 を更に一歩進めるとともに,検 査行政 は不要不急 とみなされ,検 査機

構の廃止 とともに銀行検査は中止 されることとなった。

⑤ 戦後時代

1金 融検査の再出発

戦後,昭 和21年,イ ンフレーション克服 のために金融緊急措置令が施行 さ

れ,銀 行局に監査課が設置 され,同 課が検査事務を行 うこととなった。昭和

23年7月 監査課を廃止 し,新 たに検査部の設置 をみるとともに,ア メ リカ式

の検査方式が取 り入れ られた。

アメ リカ式の検査方式の原則は次の とお りである。すなわち,A .徹 底 した

実証主義および臨店主義,B.科 学的検査基準の確立による統一的検査,C.

検 査 と監督行政の分離D.法 律の遵守 についての厳格 な検査 の4つ である。

II新 検査方式

我が国の銀行は多数の支店 を有 しているため,ア メ リカ式の臨店検査方式

を貫 くことは不可能であ り,ま た銀行の全店舗 についての総合検査の必要性

もあった。 そこで,ア メリカ方式の長所 を極力取 り入れなが らも,書 面検査

方式 を併用 し,か つ主任検査官の裁量 の余地を残すこととし,昭 和26年 春に

新検査方式が まとめられた。

III部 分検査方式の導入

昭和50年 までの金融検査は,お おむね総合検査方式によって実施 されてき

たが,昭 和51年 度後半か ら昭和52年 度中にかけて,資 産査定,歩 積両建預金,

内部事務管理の3項 目のみについて検討を行 う部分検査方式を導入 した。

IV銀 行法改正およびその後の金融自由化 ・国際化 と金融検査

昭和57年4月 から銀行法が改正 され,そ の第1条 第2項 において,業 務運

営については銀行の自主性が尊重 されることが謳われ ることになった一方,
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同条第1項 に もあ る よ う に,銀 行 の公 共 的,社 会 的 責任 が従 来 に も増 して一

層 強 く問われ る ことになった。

その後,金 融 自 由化 ・国 際 化 が 進 展 す る中で,金 融 機 関 を取 り巻 く リス ク

の 態様 も大 き く変化 して きてお り,預 金 者 保 護,信 用 秩 序 の維 持 等 の観 点 か

ら金 融検 査 は一層 その重要性 を増 して きてい る。

この ような状況 の中で,昭 和62年 以 降,銀 行 の健 全 性 に係 る総 合 的 な判 断

を行 うに当た り,CAMEL検 査 とい う考 え方 を取 り入 れ て い る。CAMEL検

査 は,金 融 の 自 由化 の 進 展 した ア メ リカの検査 当局 において,1978年 以 来 採

用 され て い る検 査 手 法 で あ る。

CAMELと は,Capital(資 本 の充 実 度),Asset(資 産 の健 全 性),Manage-

ment(経 営 管 理),Earnings(収 益 力),Liquidity(流 動 性)の5項 目の頭 文

字 を とった もの で あ る。CAMEL検 査 にお い て は,こ れ らの項 目 ご とに金 融

機 関 の経 営状 況 を把握 し,更 に それ ら を総 合 的 に勘 案 し,金 融 機 関 の健 全 性

を評 価 す る こ と とされ てい る。

(2)昭 和20年 ～45年 間の不祥事件

終戦後か ら昭和45年 に至る問での金融不祥事件については,記 録 も漸次乏

しくなるので,こ こに前掲の 『不祥事件 と金融検査』の中に収録 されている
14)

不祥事件年表を再録 してお くこととする。

この中で,特 に世間 を騒がせた事件 として有名 なものは,昭 和25年 のレイ

ンボー事件,昭 和38年 の吹原事件,昭 和45年 の富士 ・雷門事件 などがあるが,

ここでは詳細説明は省略する。

3バ ブル経済以前の金融不祥事

金融機関 を監督する立場 にある大蔵省当局 によると,戦 後か ら今 日に至る

まで,金 融機関 は,お 金 を扱 うという業務の性格上,役 職員の不祥事件はな

98国 際経営論集No61994



世間の注目をひいた不祥事件年表(昭 和20年 以降)

事 故 金融機関,店 舗 当 事 者 事故金額 事 故 内 容
発生年月

20年12月 拓銀 輪西町 外部(元 陸軍少 一 ピス トル強盗未遂

尉)

20～21年 住友 新小岩 支店副長ほか外 不 明 収賄による封鎖小

部 切手の割引

21.3 安田 京橋 支店長代理ほか 100万 円 収賄による不正融

外部 資
21.? 名古屋信用組合 組合主事 500万 円 封鎖小切手にから

む新円不正引出し

21.11 帝銀 四谷 支店次長ほか外 1,000万 円 封鎖預金を現金化

部
22.11 帝銀 本店 運輸会社社員 100万 円 変造通帳による預

金詐取
22.12 東銀 本店 日本貯蓄銀行員 500万 円 同 上
23, 埼玉 日本橋 銀行内部 1億 円 不正融資
23.4 帝銀 広島 韓国人ほか 900万 円 偽造小切手による

預金詐取
24, 横浜興信 東京 支店長,次 長 2億3,500万 不正融資

円

24.4 東海 東京 支店長,公 団会 1億 円 公団預金の横領不

計課長 正融資
24.5 協和 坂本 支店長,代 理 2,000万 円 同 上
24.12 東京,大 阪の金 千代田銀行支店 10数 億 円 為替手形の大量偽

融機関 長代理,常 陽支 造による詐欺

店長
25, 千葉 頭取ほか 12億 円 不正融資,レ イン

ボー事件

25.11 拓銀 帯広 一 100万 円 ピス トル強盗

25.12 富士 新橋 錫,鉛 の ブ ロー 500万 円 保証金にからむ詐

カ ー 欺
26,fi 駿河 中里 出納係ほか外部 700万 円 横領,不 正融資

27.2 合同経済金庫 理事長ほか 約5億 円 詐欺,無 免許 によ

る銀行業務
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n
U

O
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30.12

31,10

31.10

32.3

富士 千住

静岡 清水

拓銀

和歌山相互 新

宮

鹿児島 都城

三菱 国分寺

朝興 順天

勧銀本店

協和 飯坂

富士 渋谷

東京殖産金庫

西日本相互 本

店

合同経 済金 庫

浦和

常盤相互 神田

アメリカンエキ

スプレス 東京

伊豫 久万

第一相互

兵庫相互 本店

京都

中央信用組合

浅草

フランス人を含

む数名

小使ほか外部

外部

支店長

外部

出納係長

韓国人

外為課長

内部

元出納係

常務ほか

行員約40名

理 事,常 務 ほカa

本店外務員ほか

渉外部長

外部

元社長ほか幹部

総務部長,支 店

長

支店長ほか

220万 円

440万 円

1,100万 円

8,000万 円

810万 円

200万 円

3億8,000万

円

1,000ド ノレ

960万 円

小 切 手1

億2,000万 円

現 金600万

円

約1,000万

円

2,800万 円

2億5,000万

円

5,000万 円

2億 円

660万 円

導入預金

26億 円

不正融資

1億数千万円

L500万 円

2億 円

外人を混えた白昼

強盗

現金輸送中の狂言

強盗

現送中の盗難

横領

強盗

横領

日銀券保管証を偽

造し支払要求

ヤミドル斡旋

金庫破り

横領

横領

横領

詐欺

預金詐欺

同 上

現送 トランク強奪

導入預金,不 正融

資

収賄による不正融

資

不正融資
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佐賀相互 福岡

三井 堀留

都信用金庫

三栄相互

静岡相互 富士

宮

武蔵野 寄居

東京不動信用金

庫

第一信託

埼玉銀行

武蔵野信用金庫

亀有信用金庫

東京昼夜信用組

合

千代田信用組合

(大阪)

三井 練馬

三菱 長原

富士 兵庫

北陸 本店

協和 兵庫

広島 川尻

東調布信用金庫

蒲田

外部

金融 ブローカー

常務,総 務部長

営業部長

支店長代理,金

融 ブローカー

支店長,金 融 プ

ロー カー

理事 長

外部

頭取,常 務ほか

外部

理事ほか外部

理事ほか外部

理事長ほか

理事長ほか幹部

不明

支店長,外 部

明

員

明

不

行

不

外部

支店長代理

1億 円

500万 円

4,000万 円

1億3,000万

円

11億5,500

万 円

2億6,000万

円

数 千 万 円

2億 円

600万 円

6,200万 円

約4億5,000

万 円

11億5,000

万 円

1,000万 円

通 知 預 金 証

書30億 円

900万 円

1,700万 円

940万 円

1,099万 円

約2億 円

偽造手形による詐

欺

横領

導入預金

卸轡1葎
不正融資

約束手形の詐欺

武州鉄道汚職

不正融資

不正融資

不正融資その他

不正融資,横 領

現金紛失

吹原事件

同 上(マ マ)

横領

現金紛失,な お,

前年来,銀 行 の現

金紛 失事 故が続出

し,世 人 か ら銀行

員 のモ ラルの低下

を非難 された

オモチャの ピス ト

ルによる強奪

顧客から預かった

預金を入金処理せ
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41.5 ず,架 空の定期預

金証書を発行 して

横領,そ の他

41.9 勧銀 佐賀 外部 3,200万 円 金庫破 り

43.2 常陽 東京 出納係員 1億2,000万 横領

円

43.3 富士 上野 外部 1,000万 円 オ モ チ ャの ピス ト

ル と偽装ダイナマ

イ ト爆破装置で強

奪

43.4 都銀 三井ほか 京阪神土地事件,

3行 金融機関の第三者

地銀 但馬ほか 名義預金の安易な

1行 受入れが問題にな

相銀 福徳ほか った

4行

43.8 東京相互 新宿 同上 1,077万 円 同上の手口

43.12 日本信託 国分 同上 3億 円 現金輸送車襲撃事

寺 件

44.3 三和 住吉 用務員 3,865万 円 窃盗

45.3 正金相互 若松 支店長 2億 円 顧客の印鑑盗用

45.S 富士 雷門 外為係長ほか外 19億 円 不正融資

部

45.9 西京都信用金庫 専務理事ほか 約50億 円 同 上

45.9 北陸 十日町 支店長代理 1億5,000万 横領

円

45.9 三和 阿部野橋 預金係主任 約3億 円 預金証書の偽造な

ど

45.10 協和信用金庫 支店長代理 8億 円 不正融資

浅草 金 融 ブ ロー カー

(注)こ の資料 は,朝 日新聞,日 本経済新聞お よび毎 日年鑑の記事か らとった もので あ

る。

か なか お さまらず,事 件 が起 こ るた び に通 達 等 で行 政指導 を繰 り返 して きた,

とい う。

そ こで,過 去 の不 祥 事 件 の通 達 の背 景 となった主 な不祥事件 について,当
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15)

局担当官の説明に従 って,跡 づけてみよう。

なお,「 バ ブル経済」とは,日 本では1986年 以降,金 融緩和 を背景 に株や土

地の価格が高騰 した。株や土地 を持 っている企業や個人はそのおかげで豊か

になった り,こ れを担保に低利で資金 を借 り入れた りした。 このように収益

性 などか らみた実力以上に資産の価格が上昇 した ことで浮揚 したこの時期の

あわ

日本経済 をこう呼ぶ。バブルは英語で泡のこと。バ ブルはもともと為替 な ど

の相場の変動メカニズムを説明する用語。(日本経済新聞社 『経済新語辞典92』

より)

(1)S40「 経営刷新通達」

有名 な通達では昭和40年5月12日 の 「金融機関経営の刷新 について」の依

命通達がある。 これは大蔵大臣か ら銀行局長宛 てに通達を出すように命令 さ

れ発出された ものである。背景 となった事件 はいろいろあるが,中 で も大 き

(注)

な批判 を受 けた もの は,い わ ゆ る吹 原 事 件 で あ り,当 時 の 金 額 で30億 円 とい

う大 きな事 件 が起 こ り,経 営 刷 新 通 達 が発 出 され た わ けで ある。

(注)前 出 「世 間の注 目をひいた不祥事件年表」38.10を 参 照。

(2)S45「 不 祥 事 件 防止 通 達 」

昭和45年7月16日 付 の通 達 は,同 年4月20日 に発 覚 した不 正 融 資 が あ り,

(注)

事故額が約19億 円,こ れ も某銀行の雷門事件 として知 られているものである。

他 にも某信用金庫で38億 円の不正融資があ り,こ れを受けて 「金融機関の不

祥事件の防止について」通達が出されている。

(注)前 出の不祥事件年表の45.8富 士 ・雷門を参照。

(3)S48「 未 然 事 故 防止 の通 達 」

それ か ら,昭 和47年12月 と48年11月 に連 続 して通 達 が 出 され て い る。背景

(注)

は某地方銀行 に よる預金 の不正払 い出 し,横 領 で9億 円 に近 い事 故 額 の もの
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であるが,そ の他何件かの事件が連続 したため,一 旦は課長事務連絡 として

出し,そ の後 も事件がつづ き,再 度銀行局長通達 として未然事故防止の通達

として発出されたわけである。

(注)滋 賀銀行事件 この時は金融機関の内部管理体制の総点検を行 ってい

る。一定の点検項目を明示し,検 査部なり財務局の金融検査官がそれぞ

れの項目に従って,金 融機関の検査部とか事務管理部から報告を求めて

総点検を行ったのである。

(4)S50「 銀行課長事務連絡」

しか し,な かなか不祥事件 は止 まないため,昭 和50年8月26日 には銀行課

長事務連絡が出された。 これは某地方銀行 の女子行員が架空名義の預金担保
(注)

貸出 しを実行 し横領 した事件 である。

(注)足 利銀行事件

(5)S56「 オ ンラ イ ン不 祥 事 件 通 達 」

また,昭 和56年11月16日 付 の通 達 一一 オ ンライ ン ・シ ステム を利 用 した金

融機関 の不祥事件 防止 につ いて,こ れ は直 近 の通達 と して 一 番新 しい も

のであ るが,昭 和56年3月25日,オ ンラ イ ンの不 正利 用 に よ り預 金 の払 い出

(注)

しをした とい う事件で世間を騒が した というものであった。

(注)三 和銀行事件

このように戦後,ず っと不祥事件は止 まないのであるが,平 成3年7月 に

は,偽 造預金や営業店長印盗用 により質権設定承諾書 を作成 し,取 引先 ノン

バ ンクか ら預担融資 という形で資金の引出しが行われた。 このような事件が

富士銀行,協 和埼玉銀行,東 海銀二行,東 洋信用金庫な どで起 こった ことはご

承知の通 りである。

最近の事件 は非常 に金額の大 きいのが特徴である。従来 の事件の最高額 は,

昭和59年8月 の某銀行ニューヨーク支店で起 こった事件である。 この事件 は,
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行員が行内ルール違反の為替売買を行 い,そ の関連で非常 に多 くの為替差損

を負った事件である。

ついでにこれ も為替が らみの事件であるが,昭 和57年7月 某銀行シンガポ

ール支店で行員が行内ルール違反を行 い,為 替差損 を出 した ものである。

過去の大型不祥事件 は最高100億 円 ぐらいであったが,今 回の一連の金融不

祥事件 はそれをはるかに上 まわる巨額 のものである。

なぜ,こ れほ ど大 きな事件が起 きるか といえば,自 分の銀行の資金を使 っ

ている不正融資であれば,資 金繰 りに破綻を来たす ことがあってす ぐ判明す

るが,ノ ンバ ンク等の資金を使 ったため,発 見が遅れた ことによるものでは

ないか と思 うと,当 局の担当官は述べている。

4ア メ リカの金融検査制度

近年 にわた り大型化 した銀行不祥事の背景,問 題点 を探 り,あ るべ き対応

策 を提示することが,本 稿の課題であるが,そ れに先立 ち金融革命先進国で

あるアメリカの金融検査制度を検証 しi米 銀の対応 を概観 してみたい。

日本の大蔵省当局が,昭 和62年 以降,銀 行の健全性 に係 る総合的な判断 を

行 うに当た り,金 融の自由化の進展 したアメ リカの検査当局において,X978

年以来採用されているCAMEL検 査の手法 を導入 していることは,既 に述べ

た通 り(98ペ ージ)で ある。

金融の自由化 ・国際化が進展する中で,我 が国の検査当局 としては,こ れ

に対応 して検査を充実強化す るために,国 際業務,海 外 との取引関係等 に目

を向けるのみならず,海 外の検査当局 との情報交換,意 思疎通 を活発に行 う

こととしている。特に,ア メ リカおよびイギ リスの検査当局 とは,平 成元年

以降,毎 年意見交換 のための会合 を行 ってきている。 こうした過程で,相 互

における金融検査制度について も理解が深 まって きているところである。
16)

以下 で は,そ の 中で ア メ リカ の 金融 検 査 制 度 を重点的 に見 るこ ととしよ う。
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(1)検 査 当局 と対 象 金 融機 関

ア メ リカ において は,商 業 銀 行 が1万3,000行 と極 め て多 数 存 在 す る。マ ネ

ー セ ンターバ ンク と呼 ばれ る大銀行 か ら,い くつ か の 州 に また が っ て営 業基

盤 を有 す るスーパ ー リー ジ ョナルバ ンク,1つ の 州 全体 を営 業 基 盤 とす る リ

ー ジ ョナルバ ンク,更 に コ ミュニ テ ィバ ンク といわ れ る小 さな銀行(1行1

店 舗 の もの が 多 い。)まで さ ま ざ まな態 様 が あ る。 数 か らい うと,長 期 にわ た

り州 際 業 務 が禁 止 され て きた歴 史的背景 もあって,地 域社 会 の ニ ー ズ に応 え

るた め に設立 された中小銀行 が大部分 を占めている。

法 的根拠 か らい う と,連 邦 免 許 の 国 法 銀行 と州 免 許 の州法銀行 に分かれ る。

いわゆ る二重銀行制度 であ る。監督機 関 は更 に=複雑 に な っ てお り,3つ の 連

邦 機 関 と各 州 の銀 行 局 が存 在 して権 限 はか な り重 複 している。3つ の連 邦 機

関 の権 限 の重 複 は事 実上調整 されてい る ものの複雑 で あ りsま た 州 法銀 行 に

お け る州 当局 との権 限の重複 は解 消 されな い。

国法銀行 は通貨監督官事務所(OCC二 〇fficeofComptrolleroftheCur-

rency)が 検 査 ・監 督 を行 うが,州 法 銀 行 につ い て は州 銀 行 局 の検査 ・監督 を

受 け るほか,同 時 に連 邦 監 督 当局 の検 査 ・監 督 が行 われ,連 邦 準 備制 度 に加

入 し て い る 州 法 銀 行 は 連 邦 準 備 制 度 理 事 会(FRB=FederalReserve

Board),連 邦 準 備 制 度 に非 加 入 の州 法 銀 行 で預金保 険 に加入 して いる銀行 は

連邦預金保険公社(FDIC=FederalDepositInsuranceCorporation)が 検

査 ・監 督 を行 っ てい る。 この ほか,銀 行 持 株 会 社 に つ い て はFRBが 検 査 ・監

督 を行 っ て い る。これ ら当局 の検査 の根拠 は,そ れ ぞ れOCCが 連 邦 準 備 法 第

21条,FRBが 連 邦 準 備 法 第9条,FDICが 連 邦 預 金 保 険 法第10条,州 銀 行 局

が 各 州 の 銀 行 法 に求 め られ る。

なお,検 査 対 象 金 融 機 関 数 は,次 表 の とお り とな っ て い る。

この ような連邦 の監督制度 については,複 雑 過 ぎ る との批 判 もあ り,1991

年2月 に公 表 され た 財 務 省 の金 融 制 度 改革案 では,OCCを 改 組 した連 邦 銀 行

監 督 庁 が 国 法 銀 行 お よび その持 株会 社 な らび に現 在 は貯蓄 金融 機 関監督 庁
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アメリカの検査当局と検査対象金融機関数

C

B

C

R

O

F

FDIC

州銀行局

国法銀行

FRB加 盟の州法銀行

銀行持株会社

その他の州法銀行

州法銀行等

4,369

Z,Ofi4

6,443

7,722

カ リ フ ォ ル ニ ア 州 の 例 一 約270

(注)1988年 現在。ただ し銀行持株会社 について は1987年,カ リフ ォル

ニア州 の例 は1990年 。

(OTS=OfficeofThriftSupervision)が 管 轄 して い る貯 蓄 金 融 機 関(貯 蓄

貸 付 組 合=S&L=SavingsandLoanAssociations,相 互貯 蓄 銀 行)を 検 査 ・

監 督 す る こ と とし,ま たFBRは 連 邦 準 備 制 度 へ の加 入 の有 無 を問わ ずすべ

ての州法銀行 お よびその持株会社 の検 査 ・監督 を行 うこととし,FDICは 原 則

と して預 金 保 険 お よび経 営 の破綻 した銀行,S&Lの 整 理 の事 務 に専 門化 させ

る との 提 案 を行 ってい る。

検査 当局の検 査要員 について は,ア メ リカの 監 督 当局 は,検 査 に重 点 をお

き,検 査 後 の フ ォロ ー ア ップ も含 め て検査 を通 じた指導 に力 を入れ てい る。

例 えばOCCの 職 員 の3分 の2が 検 査 官 で あ り,許 認 可 や ガ イ ドラ イ ン に基

づ く指 導 も検 査 によってその実効性 が担保 されてい る とい う側 面が強 い。 こ

れ は他 の連邦監督機 関や州銀行局 で もほぼ同様 であ る(た だ し,FRBお よび

FDICは 金 融 機 関 の検 査 ・監 督 の ほ か に,そ れ ぞ れ金 融 政 策,預 金 保 険 の事 務

を担 当 して い る)。

OCC,FRB,FDICの 検 査 官 の総 数 は,1979年 に4,669名 だ った ものが,1980

年 代 後 半 に は金 融 機 関 の倒 産 の増 加 等 もあ り検査 の充実 ・強化 に努 め るべ き

大 幅 な増員が行わ れ,1989年 に は5,625名 とな っ て い る。 これ は1979年 に比 べ

て956名 増 で あ るが,ボ トム の84年 に比 べ る と1,710名 の増 とな って い る。 州

銀 行 局 につ いては,カ リフ ォル ニ ア州 の場 合,検 査 要員 数 は約130人(1990年)

とな って い る。

な お,OCCお よ び州 銀 行 局(カ リフ ォル ニ ア州 の場 合 等)の 検 査 に 要 す る
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費用 については,資 産規模 に応 じた金融機関側の賦課金負担がある。

② 検査方式

「金融機関検査の歴史」(本 稿95～98ペ ージ)に おいて述べたように,我 が

国においては戦後アメ リカの検査方式 を導入 した ことか ら,ア メリカの検査

方式は,ほ ぼ我が国の検査方式 と同様の方式であるとい うことができる。

なお,各 検査当局における資産査定の基準 については,あ らか じめ協議 さ

れ統一 された基準が用いられている。

検査周期 は,OCC,FRBが 約1年,FDICが 約1～2年,州 銀行局につい

ては,カ リフォルニア州の場合約2年 となっている。

検査の結果に基づ き,連 邦の検査当局においては,CAMELに よる評定が

行われ,個 別の銀行 に対する監督 に当た り,重 要な役割 を果たしている。

このCAMEL評 定は5段 階評価 となってお り,評 定1は あ らゆる面 におい

て健全な銀行,評 定2は 通常の業務のうち回復可能な程度の弱点はあって も

基本的には健全な銀行,評 定3は 財務面,業 務面等についてやや問題,あ る

いは不満足な弱点 を有する銀行,評 定4は 財務面 その他の面で深刻 な弱点を

有 している銀行,評 定5は 倒産の危険がきわめて高い銀行 とされている。個

別の銀行の評定 は当然なが ら秘扱い とされているが,大 多数の銀行 は評定2

または3に 属 しているようである。評定4ま たは5の 銀行 は問題銀行 とされ,

監督 ・検査 において特別 に注意 を払 うこととされている。

CAMEL評 定 は,個 別行 に対する検査の周期 あるいは検査の深度(総 合検

査か,一 部 を簡略化 した検査かなど)を 決定する大 きな要素 とされている。

なお,金 融自由化の進展に伴 う金利 リスク等市場 リスクの増大によって リ

スク管理の重要性が認識 されてお り,CAMELに おいて もリスクを定量化 し

て評価 することが課題 となっている。

CAMEL評 定は,通 常1～2年 ごとの検査の際 に行われるが,金 融機関の

健全性,経 営状態は,検 査が終了してか ら次の検査までの間において もで き
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るだけ的確に把握することが望 ましい。 このため,ア メ リカでは電算機 を活

用 したモニタ リングシステム(監 督機関によってシステムの名称は異なる。)

が発達 している。 これは,ア メ リカでは金融機関の数が多いので電算機 によ

る分析 に適 していた こと,財 務内容のディスクロージャーお よび4半 期 ごと

の財務データ(コ ールレポー ト)の 提出等当局への資料提出の制度が整備さ

れていること,更 に金融 自由化が進展する中で倒産する金融機関の件数が急

増 し,一 層的確な監視すなわちモニタ リングの必要が生 じたことが背景 とし

てあげられ よう。

モニタリングシステムの具体的な手法 としては,4半 期 ごとのコールレポ

ー トのデータを電算処理することにより財務分析が行われている
。例 えば資

産の伸び率,利 益の伸び率,ROAな ど特定の指標 に着 目して同グループ内で

の順位を百分比にした計数が出て くる。更に,検 査結果によるCAMEL評 定

の基礎 となるデータのうち相当部分 はコールレポー トなどにより新たにイン

プットで きるので,電 算処理により検査後の銀行の状態の変化 をフォロー し

て分析 し,オ フサイ トによる評定 を行 うこともできる(こ れに対 し,実 地検

査 による評定 をオンサイ ト評定 ということがある)。

検査周期な どの決定 に当たっては,前 回の検査結果 による評定 とともに,

モニタ リングシステムによるオフサイ ト評定 も参考にされ る。 このモニタ リ

ングシステムは,検 査の効率化だけでな く,監 督行政において も重要なデー

タとして参考にされている。

なお,モ ニタ リングシステムは実地検査 を代替するものではな く,こ れ を

補完するものである。すなわち経営管理面の評価や資産査定(不 良資産のチ

ェック)な ど実地検査でなければ対応できない部分があり,モ ニタリングシ

ステムは実地検査 と相 まって効率的に金融機関の経営の実態を把握すること

が可能 となる。
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5米 銀の不祥事への対応

も とよ り,リ ス クの可 能 性(risksandexposures)は 様 々 あ るが,こ こで

は 「不 祥 事 」 に限定 して議 論 を進 める。米銀 の言 い方 では,87～88ペ ー ジ に

説 明 した よ うにfraud(詐 欺,不 正行 為)が 一 般 的 で あ る。

(1)よ く起 こ る 業 務 上 の 危 険(commonbusinessexposures)
ユの

細部 の議論 に入 る前 に,ア メ リカ銀 行 協 会 発 行 の テ キ ス トに従 ってヂ ー般

的に業務上 の危険 とは どの よ うな ものか を確認 してお こう。

① 誤 った記録保 管(erroneousrecordkeeping)… …会 計 基 準 に反 した

記 帳処 理 で あ る。

② 許 容で きない会計方法(unacceptableaccounting)… …一 般 的 に認 め

られ た もの で な い,あ るい は状 況 に不 適 切 な会 計 方 法で ある。

③ 企業 の営業停止(businessinterruption)… …一・時 的 操 業 中 断 か ら企 業

の完 全終結 まで を含 む。

④ 誤 った経 営判 断(erroneousmanagementdecisions)… … それ 自体 問

題 で あ るが,他 の危 険 を誘 発 しが ち で あ る。

⑤ 不正 お よび横領(fraudandembezzlement)… …様 々 な段 階 で行 わ れ

る犯 罪 で あ るが,経 営 陣 に よ る もの もあ る。

⑥ 法 律 上 の制裁(statutorysanctions)… … 司 法 あ る い は規 制 当 局 か ら,

事 業 運 営 に対 して課 され る処 罰 で ある。

⑦ 過剰経費 ない し収 益 ロス(excessivecosts/lostrevenues)・ ・… ・回 避 可

能 な費 用 支 出 や収 入 減 を指す。

⑧ 資産 の損失 や破壊(lossordestructionofassets)… …意 図 的 で な い

各 種 資 産 の損 失 や 情報 ・データの破壊 をい う。

⑨ 競争上 の不利益(competitivedisadvantage)… … 市場 の要 求 に順 応
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で きなか った り,競 争 に十 分 対 応 で きな か った りす る ことを指す。

(2)米 銀 のfraud(不 正)に 対 す る見 方

ア メ リ カ の 監 査 基 準 書 は,不 正 問 題 に 係 わ る 用 語 と し て
,「 誤 謬 」

(errors),「 不 正 」(irregularities)お よ び 「違 法 行 為 」(illegalacts)に 区

18)

分 して定義 してい る。

これ とは少 し見 方が違 うか も知 れ ないが ,ア メ リカ銀 行 協 会 の 前掲 書 か ら

「管理 と監査 の相違」(Distinctionbetweencontrolandaudit)と い う部 分

19)

を 引 用 し て み よ う 。

Controlscanbedescribedasinternalchecksandbalancesdesigned

topreventlossesfromoccurringthrougherrorsorirregularities

(fraud).(Errorsareunintentionalmistakesmadeinhandlingassets

andinprovidingfinancialinformation;irregularitiesareintentional

improprieties.)Withgoodsystemsofcontrolsinplaceandworking

asdesigned,theadministrationandoperationofabankwillbe

profitableandefficient.

「管 理 」 と は,誤 謬 ま た は 不 正(fraud)か ら起 こ る 損 失 を避 け る こ と を 目 的 と す

る相 互 牽 制 と言 う こ とが で き る。(誤 謬 は 資 産 を 取 扱 っ た り,情 報 を提 供 す る の に

当 た っ て 犯 した 意 図 せ ざ る 誤 ち で あ る。一 方,不 正 は意 図 的 な 不 穏 当 な 行 為 で あ

る。)良 好 な 管 理 組 織 が あ っ て,予 定 通 り運 営 さ れ る な ら ば ,銀 行 の 管 理 と運 営 は

利 益 を も た ら し,効 率 的 な 筈 で あ る 。

Auditcanbedescribedasabank'sinternalfunctionthatevaluates

thesystemsofcontrolsanddetermineswhethertheyareadequate

andworkingeffectivelytopreventanddetecterrorsandirregular-

ides.

「監 査 」 と は,管 理 組 織 を評 価 し,そ れ が 誤 謬 や 不 正 を防 止 ・発 見 す る の に 適 切

で 有 効 に 働 い て い る か を判 断 す る 銀 行 の 内 部 機 能 と言 う こ とが で き る。

以 上 か ら,本 稿 に お い て 検 討 す べ き 「不 正 」一 一irregularities(fraud)の
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位置づけが明確 にされた と思 う。

⑧ ウエルズ ・フ ァー ゴ銀行事件

アメ リカの銀行犯罪 で有名 な もの に,ウ エ ル ズ ・フ ァー一ゴ銀 行 の2,100万 ド
2t)}

ル詐欺事件がある。銀行不正の一事例 として,小 著か ら,そ の概要を説明 し

てみよう。

1981年 にWellsFargoBankの ビバ リー ・ヒル ズ支 店 の 営業 主任 の行員

を含 む3名 が,約2年 間 にわ た って2,loo万 ドル のembezzlement(横 領)

を して い た こ とが 発 覚 した 。

犯 行 の手 口は,本 支 店 勘 定(theBranchSettlementAccount)を 使 っ

た もの で あ る。つ ま り別 の支店 の口座へ資金 の振替 をす る(transferfunds)

際 に,5営 業 日以 上 本 支 店 勘 定 が未 決 済 の ま まの場 合 は,相 手 店 に照会 す

る シス テム に な って いた。 これ を逆用 して,5営 業 日 ご とに よ り大 きな金

額 を送 っ て,前 の送 金 を決 済 し,差 額 を現 金 で 引 き出 す とい う方法 であ る。

これ を2年 間,毎 週 繰 り返 した わ けで あ る。

1枚 の伝 票 の金 額 に は,9万5,000ド ル の上 限 額(acontrollimit)が あ

った が,何 枚 も伝 票 を作 る こ とで,犯 罪 は続 け られ た。 内部 の共 犯 者が い

たか らで きた ことで あろ うが,有 効 な防 止 策(protectivemeasures)は な

か った のだ ろ うか。 不 正 行 為 をしていた行員 は,最 後 に は毎 週25枚 も架 空

の伝 票 を起 こ して い た とい うので ある。

米 国で は強制休暇(mandatoryvacations)と い う制 度 が あ っ て,行 員 は

2週 間 の連 続 休 暇 が 義務 付 け られ てい る。 ところが,こ の犯 人 は連 続 休 暇

中 も週1回 店 に ち ょっ と顔 を 出 して い た とい うのであ る。 また,本 支 店 勘

定 の清 算 を"う っ か り ミス"で 遅 らせ た こ とが あ った の に,チ ェ ックが ル

ー ズ な た め発 見 され るには至 らなか った とい うことで ある。 この よ うな こ

とで は,せ っか くの チ ェ ック機能 が 有 効 に働 きようが ない。
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発見の端緒は,本 人の単純 なミスであった。1枚 の伝票 を誤 って 「出」

の方を先 にインプッ トしてしまい,当 該 口座が10⑪万 ドル近い赤残 にな り
,

それが他の役席者の注意を引いた結果であった。 しか し,磁 気テープに記

録が全部残 るこの種の犯罪 は,あ まり賢明 とはいえないだろう。

　
この犯罪 に対する米銀の評価を見 ると,「連続休暇」(リ フレッシュと事故

発見の両 目的がある。内容的には 「強制休暇』と変 らない。)の 実行確認 に不

備があった としている。即ち,2週 間の間で殆 どの取引は清算 され るので
,

例外取引が発見 しやす くなるというのだが,内 部 に共犯者がいた場合は
,は

たしてそううま く行 くだろうか,疑 問の残 るところである
。
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